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   体を動かすと楽しいね！
ママといっしょに赤ちゃん体操（2019.9.17）



　

常
任
委
員
会
報
告

　

  

可
決
す
べ
き
と
決
定
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スキー場の行方は!?

　６月２０日行われた定例会で「栗山町スキー場に関する項目を削除する（スキー場を廃止する）」として提案された「栗山町体育
施設条例の一部を改正する条例」について、担当である総務教育常任委員会へ審査を託すことになり、審査を進めていました。
　スキー連盟や PTA の方など、スキー場に関わる方の意見を聞きながら、９月４日の委員会で、常任委員会としての結論を決定、9
月１２日の定例会で委員会の決定を報告し、討論と採決を行いました。

スキー連盟と意見交換

　

教
育
長
、
教
育
次
長
、
教

育
委
員
会
担
当
者
か
ら
ス
キ

ー
場
の
現
状
や
開
設
か
ら
の

経
過
、
リ
フ
ト
の
状
況
、
補

修
に
係
る
費
用
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
の
ち
、
議
員
か
ら

の
質
疑
を
行
っ
た
。　

　

ス
キ
ー
連
盟
の
会
長
、
副

会
長
、
常
任
理
事
、
事
務
局

長
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ス
キ
ー
連
盟
の
方
か
ら
、

長
く
続
い
て
き
た
ス
キ
ー
大

会
や
講
習
会
の
運
営
面
に
つ

い
て
、
栗
山
町
で
実
施
で
き

な
く
な
る
こ
と
に
対
す
る
不

安
と
他
の
ス
キ
ー
場
を
利
用

す
る
こ
と
と
な
っ
た
際
の
補

償
を
お
願
い
し
た
い
、
と
い

っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。
ま

た
、
存
廃
に
つ
い
て
、
本
心

は
冗
談
じ
ゃ
な
い
と
の
思
い

も
あ
る
が
、
リ
フ
ト
の
利
用

　

各
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
、
副
会
長
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
か
ら
、
で
き

れ
ば
ス
キ
ー
場
を
残
せ
た
ら

い
い
と
は
思
う
が
、
長
沼
や

夕
張
、
岩
見
沢
な
ど
、
車
で

30
分
圏
内
に
ス
キ
ー
場
が
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
子

化
に
よ
っ
て
利
用
者
が
か

な
り
減
少
し
て
い
る
な
か
、

３
億
円
以
上
の
お
金
を
か
け

て
存
続
す
る
必
要
は
な
い
の

で
は
、
と
い
う
意
見
が
聞
か

れ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
お
子
さ
ん

か
ら
聞
い
た
ス
キ
ー
授
業
の

感
想
は
な
ど
の
質
問
が
あ

り
、
長
沼
ス
キ
ー
場
は
利
用

者
が
多
く
栗
山
で
滑
る
感
覚

で
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

話
だ
が
、
リ
フ
ト
は
栗
山
と

違
っ
て
ペ
ア
リ
フ
ト
な
の

　

ス
キ
ー
連
盟
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
再

度
、
教
育
長
、
教
育
次
長
、

教
育
委
員
会
担
当
者
と
全
体

を
通
し
た
質
疑
を
行
っ
た
。

　

意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
委

員
会
の
結
論
を
、
賛
成
４

名
、
反
対
１
名
で
「
可
決
す

べ
き
」
と
決
定
。

解説

総務教育常任委員会へ付託
　提案された議案について詳しく検討するため、その内容を担当している常任委員会に議案の審査を
託すことを「付託する」と言います。

教
育
委
員
会

7/12
説
明
質
疑

意
見
交
換

ス
キ
ー
連
盟

8/7

人
数
や
採
算
性
を
考
え
、
廃

止
も
や
む
を
得
な
い
、
と
理

解
し
て
い
る
と
い
う
意
見
を

い
た
だ
い
た
。　

Ｐ
Ｔ
Ａ

8/19

で
、
楽
し
く
乗
れ
た
た
め
、

特
に
不
都
合
は
な
い
の
で
は

と
の
回
答
だ
っ
た
。

質
疑

教
育
委
員
会

8/27
委
員
会
採
決

【
要
旨
】

　

栗
山
ス
キ
ー
場
は
47
年
に

わ
た
り
、
市
街
地
か
ら
歩
い

て
行
け
る
ス
キ
ー
場
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
実
施
し
た

安
全
点
検
の
結
果
、
９
月
に

は
平
成
30
年
度
の
運
営
休
止

が
決
定
さ
れ
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
リ
フ

ト
等
建
替
え
時
の
支
出
財
政

面
、
人
口
減
少
に
よ
る
利
用

者
の
減
少
、
近
隣
に
代
替
施

設
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
総
合

的
に
判
断
し
今
般
の
結
論
に

至
っ
た
。　

結
論
を
決
定

9/4
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討　論

賛　成反　対

賛成多数で、
スキー場の廃止が決定しました

※賛成議員・反対議員の一覧については９ページに掲載しています。
　  ※全文は、議会ＨＰに掲載されている会議録をご覧ください。

結　果

※討論は反対→賛成の順で１人ずつ行われます

千葉議員　慎重な審議をしたうえで、このよう
な結果が出たことは承知しているが、教育施設
なので、財政だけの問題で廃止するということ
を良しとしない町民もいる。そのような町民も
いるということで、反対する。

土井議員　個人の力と団体の力が結集して素晴
らしいスキー場を作ってきた。賛成が多かった
ＰＴＡも「今更もういいですよ」という意見が
多かっただけで廃止することは非常にもったい
ない。スキー場に来た人はスキー場からふるさ
との雪景色を眺め心を培っていった。廃止を決
めるのは、いくら財政が苦しくても性急に判断
すべきではない。子どもたちの心身、高齢者の
活躍を考え、もっと慎重に議論し、存廃につい
て判断すべき。

佐藤功議員　賛成・反対どちらもいる。夏の活
用と併せて、冬はスキー場として残していただ
きたい。近隣のスキー場では利用者が多く、初
心者は危ない。子どもたちにも優しいスキー場
ということで、残してほしい。

齊藤議員　私も子どもを育てる父母であるが、
休止したときに教育委員会や先生からしっかり
支援をいただいている。財政をきちんとしてい
かないと大変になる。福祉や医療が根底の問題
で、残念な気持ちはあるが、財政的に維持は難
しい。

友成議員　反対意見が出たが、なぜ委員会の時
にもっと審議しなかったのか。私は委員会で幅
広く意見を聞いたうえで、このような結論が出
たと認識している。政治というものは時代を見
つめた回答結果が必要である。

藤本議員　委員会のなかでたくさんの議論があ
ってこのような結論に至った。委員会審査をし
ていて印象的だったのは、スキー連盟の方やＰ
ＴＡの方など一番影響ある方が、根底には町内
のスキー場がなくなるのは痛ましいし、嫌なこ
とで、もったいないとは思っているにも関わら
ず、財政や利用者の事を考えて、断腸の思いで

「仕方ないよね」と総合的な判断をしていたと
いうこと。反対している人もきっと理解してい
ただけると思って賛成した。

会議録 QR
※現在作成中の会議もありま

すが、順次更新されます。
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平成３０年度決算審査特別委員会

ま
ち
の
お
金

平成3　 ０年度

区　　分 30 年度末残高

財政調整基金・減債基金 6 億 3785 万円
ふるさと応援基金 1 億 1841 万円
文化振興基金 9426 万円
子ども夢づくり基金 1383 万円
土地開発基金 2 億 5770 万円
備荒資金組合 1 億 2694 万円
その他基金 8223 万円
国民健康保険事業積立金 1 億 8653 万円
介護給付費準備基金 1 億 4474 万円
上・下水道事業現金（合算） 5 億 3598 万円

合　　計 21 億 9847 万円

まちの貯金（基金）

町民１人あたり
約 19 万円 ←　町ＨＰ決算概要 QR

詳しい決算状況については、冊子「グラフと写真
でみる、まちの決算と財政状況」をご覧ください。
この冊子は、下記施設に配置しているほか、町Ｈ
Ｐにも掲載されています。

・役場新庁舎１階ロビー
・カルチャープラザ「Ｅｋｉ」
・総合福祉センター「しゃるる」　
・農村環境改善センター　　・南部公民館
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平成3　 ０年度

使
い
み
ち
チ
ェ
ッ
ク
！

区　　分 30 年度末残高

一般会計 107 億 3771 万円

北海道介護福祉
学校特別会計 960 万円

住宅団地特別会計 5824 万円

工業団地特別会計 1 億 9866 万円

水道事業会計 18 億 6210 万円

下水道事業会計 35 億 1118 万円

合　　計 163 億 7749 万円

まちの借金（地方債）

町民１人あたり
約 140 万円
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平成30年度決算ココがきになる！ 

ものづくりＤＩＹ工房
　　　　　　　　860 万円

★決算審査特別委員会の中で、議員が「きになる！」と質問をしたものについて抜粋して紹介します。
　すべての質疑については、議会ＨＰで録画配信を行っておりますので、そちらをご覧ください。

平成 30 年度決算審査
録画配信 QR

千
葉
議
員　

事
業
内
容
で
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
試
行
実

施
し
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
は
行
っ
て
い
る

か
。

ま
ち
な
か
賑
わ
い
推
進
室
長

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ク
リ

エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

出
店
し
て
い
る
作
家
向
け
の

工
作
機
器
モ
ニ
タ
ー
利
用
の

関
係
。
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
も
実

施
し
て
お
り
、
簡
易
体
験
と

し
て
リ
ン
グ
作
り
や
ア
ク
リ

ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
行

い
、
18
名
の
参
加
。
見
学
を

含
め
る
と
31
名
の
参
加
と
な

っ
て
い
る
。

ごみ処理　2573 万 3 千円

藤
本
議
員　

処
理
を
外
部
委

託
し
て
い
る
が
、
今
後
も
順

調
に
委
託
で
き
る
か
。
ま

た
、
広
域
設
置
す
る
処
理
場

の
進
捗
は
。
併
せ
て
、
処
理

区
分
の
簡
素
化
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

環
境
政
策
課
長　

委
託
契
約

の
更
新
は
１
年
ご
と
。
予
断

を
許
さ
な
い
が
、
今
後
も
了

解
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
広
域
設
置
す
る

処
理
場
に
つ
い
て
は
、
計
画

通
り
。
処
理
区
分
の
簡
素
化

は
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
体

制
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

栗山赤十字病院
　　　　　7675 万 5 千円

三
田
議
員　

日
赤
へ
助
成
を

行
っ
て
い
る
が
、
診
療
科
が

増
え
た
実
績
は
あ
る
か
。
ま

た
、
辞
め
た
医
師
も
い
る
が

そ
の
理
由
は
。

福
祉
課
長　

新
た
に
増
え
た

診
療
科
は
な
い
が
、
耳
鼻
科

は
10
月
か
ら
週
２
回
に
増
え

る
。
ま
た
、
辞
め
た
医
師
は

年
齢
の
関
係
な
ど
日
赤
の
考

え
方
に
よ
る
も
の
。
今
後
、

日
赤
に
対
し
て
は
、
辞
め
た

医
師
の
補
充
を
含
め
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
意
見
等
、
町
民

目
線
で
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

エコビレッジ湯地の丘
　　　　　190 万 5249 円

実質単年度収支　　　　　
　　  5222 万 6046 円 赤字

置
田
議
員　

10
年
で
20
区
画

と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
か

ら
の
販
売
促
進
方
法
は
。
以

前
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
を
入

れ
る
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が

現
在
は
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

外
観

の
色
や
屋
根
の
勾
配
な
ど
景

観
に
配
慮
す
る
よ
う
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
定
め
て
い
る
が
、

そ
れ
を
緩
和
し
販
売
に
つ
な

が
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
は

な
く
不
動
産
仲
介
業
者
と
契

約
し
販
売
売
促
進
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
。
平
成
30
年
度

末
12
社
、
現
在
14
社
。

齊
藤
議
員　

実
質
単
年
度
収

支
が
約
５
０
０
０
万
の
赤
字

と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

見
通
し
や
そ
の
理
由
は
。

ま
ち
づ
く
り
総
括　

予
算
措

置
の
段
階
で
は
、
災
害
や
大

雪
な
ど
の
予
想
が
な
か
っ
た

た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
多
額
な
繰
り
入
れ
と
な
っ

た
。
今
後
、
第
６
次
総
合
計

画
策
定
段
階
で
、
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
想
定
し
て
い

る
た
め
、
行
財
政
改
革
を
含

め
、
財
政
状
況
を
逐
一
分
析

し
な
が
ら
、
苦
し
い
状
況
だ

が
、
継
続
可
能
な
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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平成 30 年度収支の概略

解説

　健全化比率とは、地方公共団体の財政状況
を客観的に表した指標で「実質赤字比率」「連
結実質赤字比率」「実質公債比率」「将来負担
比率」４つを「健全化判断比率」とし、法律
で定められています。これらが、基準（カッ
コ内の数値）を超えると財政健全化を図るこ
とになります。
※実質公債費比率：栗山町の借金（地方債）　
　の返済額の大きさを財政規模に対する割合
　で示したもの。 数字が大きいほど「財政規
　模に対して返済が多すぎる」ということ。
※将来負担比率：栗山町の借金（地方債）な
　ど抱えている負債の大きさを財政規模に対
　する割合で示したもの。数字が大きいほど
　「将来負担する負債が多い」ということ。

健全化比率とは

項目 平成３０年度 平成２９年度

実 質 赤 字 比 率
―

（１５．０）
―

（１５．０）

連結実質赤字比率
―

（２０．０）
―

（２０．０）

実 質 公 債 費 比 率
１０．６

（２５．０）
１１．４

（２５．０）

将 来 負 担 比 率
７４．４

（３５０．０）
７９．７

（３５０．０）

健全化比率について

（
監
査
委
員
意
見
抜
粋
）

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
、
歳
入
と
歳
出
の
差
引
は
、

１
億
６
３
６
１
万
７
７
３
７
円
の
黒
字
。　

　

単
年
度
収
支
は
、
３
２
３
２
万
５
８
０
２
円
の

黒
字
で
積
立
金
を
含
め
た
実
質
単
年
度
収
支
は
、

５
２
２
２
万
６
０
４
６
円
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
中
長
期
的
な
収
支
の
均

衡
に
留
意
し
、
効
率
的
な
予
算
の
執
行
に
よ
り
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。　

　

町
財
政
の
根
幹
を
な
す
税
収
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
調
定
ベ
ー
ス
で
、
３
０
０
０
万
円
程
度
減
少

し
て
お
り
、
北
海
道
経
済
は
緩
や
か
に
回
復
し
て

い
る
と
の
景
気
判
断
が
あ
る
一
方
で
、
実
感
を
伴

わ
な
い
、
ま
た
町
財
政
へ
の
顕
在
化
が
見
ら
れ
な

い
状
況
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
経
常
収
支
比
率
が
高
い
水

準
で
推
移
し
て
お
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
行
財
政
の
効

率
化
を
図
り
、
計
画
的
か
つ
適
正
で
効
果
的
な
予

算
の
編
成
及
び
執
行
に
一
層
の
努
力
を
望
む
。

　

先
行
き
が
不
透
明
な
時
代
に
あ
っ
て
、
財
政
基

盤
の
堅
持
と
自
律
的
で
合
理
的
か
つ
効
果
的
な
行

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

決算監査
財政基盤の堅持と自律的で合理的かつ
効果的な行政運営を

区分 歳入総額（Ａ） 歳出総額（Ｂ）
形式収支（Ｃ）

（Ａ－Ｂ）
翌年度繰越
財源（Ｄ）

実質収支（Ｅ） 
（Ｃ－Ｄ）

単年度収支
（Ｆ）

（ア―イ）

積立金
（Ｇ）

積立金
取崩額（Ｈ）

実質単年度収支
（Ｉ）

（Ｆ + Ｇ - Ｈ）

本年度 89 億 5955 万
2870 円

87 億 9593 万
5133 円

1 億 6361 万
7737 円 1020 万円

ア
1 億 5341 万

7737 円

3232 万
5802 円

437 万
4152 円

8892 万
6 千円

－ 5222 万
6046 円

前年度 87 億 7940 万
6830 円

86 億 5830 万
3895 円

1 億 2110 万
2935 円 1 万 1 千円

イ
1 億 2109 万

1935 円

－ 132 万
9992 円

8981 万
7142 円

3637 万
9875 円

5210 万
7275 円

※「繰上償還金」は本年度・前年度ともに 0 円であったため省略

※翌年度繰越財源：翌年度に繰り越した事業等の財源として、歳出予算から繰り越した金額。
※実　質　収　支：歳入歳出差引額（形式収支）から翌年度繰越財源を差し引いた額で実質的な収支。
※単  年  度   収  支：当該年度の実質収支額から前年度の実質収支を差し引いた額で、黒字であれば剰余
　　　　　　　　　が生じているか、前年度までの赤字が解消していることになる。
※実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字要素である積立金及び繰上償還金を加え、実質的な赤字
　　　　　　　　　要素である基金取崩額を差し引いた額

用語解説



9 月 3 日～ 12 日

￥
補
正
予
算

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
３
４
５
３
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

90
憶
３
８
８
６
万
７
千
円
と

し
ま
し
た
。

▼
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業

　
　
　
　
　

３
４
９
４
万
円

▼
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返

納
支
援
事
業

　
　
　
　

１
０
１
万
９
千
円

▼
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
策
定　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

▼
日
本
遺
産
「
炭
鉄
港
」
推

進
協
議
会
負
担
金　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

▼
Ｊ
Ｒ
北
海
道
維
持
困
難
線

区
緊
急
臨
時
支
援
負
担
金　

　
　
　
　
　
　

１
３
０
万
円

▼
障
が
い
者
福
祉
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

92
万
７
千
円

ＪＲの利用促進に取り組む

くりやまぎかいだより№ 161 8

９月定例会

そ
の
他
の
補
正
予
算

質

疑

友
成
議
員　

Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
の

存
続
・
維
持
の
認
識
と
具
体

的
な
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
総
括　

平
成
28

年
11
月
に
室
蘭
線
を
含
め

た
抜
本
的
見
直
し
が
示
さ

れ
、
室
蘭
線
沿
線
２
市
３
町

で
協
議
会
を
設
立
し
進
め
て

き
た
。
利
用
者
の
９
割
は
通

学
者
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り

に
駅
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
協
議
会
で
共
通
認
識

し
進
め
て
き
た
。
昨
年
７

▼
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化

対
応
準
備
経
費

　
　
　
　

７
０
５
万
２
千
円

▼
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務

　
　
　
　

１
３
５
万
５
千
円

▼
道
営
南
角
田
北
部
地
区
他

３
地
区
土
地
改
良
事
業

　
　
　
　

２
２
９
万
３
千
円

▼
森
林
計
画
未
加
入
民
有
林

現
状
調
査　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

２
４
２
万
４
千
円

▼
北
海
道
森
林
・
山
村
多
面

的
機
能
発
揮
対
策
地
域
協
議

会
負
担
金　

　
　
　
　
　
　

51
万
７
千
円

▼
悪
徳
商
法
被
害
防
止
啓
発

用
品
購
入
費
用　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

▼
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業

補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

１
９
５
万
円

▼
が
く
え
ん
橋
架
換
工
事　

　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

▼
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

　
　
　
　
　

９
４
５
０
万
円

▼
栗
山
中
学
校
体
育
館
耐
震

改
修
工
事　

　
　
　
　
　

２
３
１
０
万
円

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

介
護
報
酬
改
定
に
係
る
介
護

保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

　
　
　
　
　
　

45
万
８
千
円

要
介
護
認
定
調
査
臨
時
調
査

員
賃
金　

１
４
２
万
７
千
円

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ

ス
費　
　
　
　
　
　

56
万
円

▼
放
棄
し
た
債
権
に
つ
い
て

水
道
料

　

４
件　

１
万
７
１
０
２
円

　

事
由
：
時
効
に
よ
り
放
棄

報　
　
　
　
　

告

保
育
料
無
償
化
対
応

７
０
５
万
２
千
円

　
　
　
　
　
　
　

補
正        

解説

　「栗山町債権管理に関する条例」で時効
や債権のある人が死亡・失踪・破産したと
きなどに、債権を放棄することができる、
と決められています

債権の放棄

月
、
国
か
ら
Ｊ
Ｒ
に

経
営
改
善
の
監
督
命

令
が
出
さ
れ
た
。
徹

底
し
た
経
営
努
力
が

前
提
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
と

地
域
が
一
体
と
な
っ

て
コ
ス
ト
低
減
と
利

用
促
進
を
進
め
て
い

く
。
今
後
２
年
、
国

か
ら
総
額
４
０
０
億

の
支
援
を
行
う
が
、

単
独
維
持
困
難
線
区

は
地
方
自
治
体
か
ら

も
同
水
準
の
支
援
が

求
め
ら
れ
る
。
負
担
金
に
つ

い
て
課
題
は
多
い
が
、
経
営

状
況
が
危
機
的
で
あ
る
た

め
、
緊
急
・
臨
時
的
支
援
と

し
て
、
今
回
出
す
。
負
担
金

の
内
容
は
Ｊ
Ｒ
の
投
資
が

２
年
で
約
８
億
円
、
１
年

４
億
円
を
道
：
市
町
村
が

７
：
３
、
市
町
村
に
つ
い
て

は
、
均
等
割
・
人
口
割
・
財

政
割
で
算
出
し
、
室
蘭
線
全

体
で
７
８
５
万
円
の
う
ち

１
３
０
万
円
が
本
町
の
負
担

額
。
支
援
以
外
に
も
、
具
体

的
な
利
用
促
進
策
を
計
画
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。



保
育
料
無
償
化
へ

　
　
　
　

条
例
改
正        

条　

例

▼
栗
山
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

内
閣
府
令
公
布
に
よ
り
、
関

係
部
分
の
規
定
を
改
正
。

▼
栗
山
町
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例

国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
「
森
林

環
境
譲
与
税
」
に
つ
い
て
一

定
程
度
基
金
と
し
て
積
み
立

て
必
要
に
応
じ
て
各
事
業
の

財
源
に
充
て
る
た
め
条
例
を

制
定
す
る
。

▼
栗
山
町
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

法
令
の
公
布
に
よ
る
改
正
。

氏
に
変
更
が
あ
っ
た
者
の
住

民
票
に
旧
氏
の
記
載
が
さ
れ

て
い
る
場
合
、
旧
氏
で
の
印

鑑
登
録
及
び
印
鑑
登
録
証
明

書
に
旧
氏
が
併
記
で
き
る
。

そ
の
他

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
サ
ー

バ
ー
等
一
式

取
得
価
格　

　
　
　

１
７
８
０
万
９
千
円

取
得
の
相
手
方

　
　
　

北
海
道
市
町
村
備
荒

　
　
　

資
金
組
合

人
事
案
件

栗
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ

い
て

※
選
挙
の
方
法
は
議
長
に
よ

る
指
名
推
薦
と
し
、
全
員
同

意
に
よ
り
決
定

【
選
挙
管
理
委
員
】

古
林　

義
弘　

氏　

中
央

青
木　

朝
雄　

氏　

桜
丘

鈴
木　

英
雄　

氏　

大
井
分

長
谷
川
真
由
美
氏　

桜
丘

【
補
充
員
】

川
崎　

俊
樹　

氏　

大
井
分

宮
川　

ゆ
か
り
氏　

富
士

高
杉　

文
浩　

氏　

中
央

飯
尾　

隆
亮　

氏　

継
立

くりやまぎかいだより№ 1619

▼
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
災
害
時
に
お
け
る
議
会
・

議
員
の
行
動
指
針
を
定
め
る

議
会
業
務
継
続
計
画
に
基
づ

く
対
応
指
針
を
規
定
す
る
。

・
栗
山
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
う
ち
公
共
施
設

等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
方

針
の
策
定
、
変
更
、
廃
止
を

新
た
に
議
決
事
項
と
す
る
。

議　件　名
結

果

藤

本

大

西

友

成

佐
藤
則

土

井

佐
藤
功

千

葉

三

田

齊

藤

置

田

鈴

木

鵜

川

議案第４５号　栗山町体育施設条例の一部を改正する条例
（Ｒ元 .6.20 付託　総務教育常任委員会審査報告）

※審議の詳細は１～２ページをご覧ください。　

可
決 ○ ○ ○ ○ × ×× ○ ○ ○ ○ /

賛
否
の
公
表

　栗山町議会の “ あり方 ” を定めた「議会基本条例」の第４条第６項に「議会は、重要な議案
に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活動に対して町民の評価が的確になさ
れるよう情報提供に努めるものとする」と定められています。
　「ぎかいだより」では、主に賛否が分かれた議案について、掲載しています。
　掲載されていない議案は、すべて全員賛成です。

賛否の公表

解説

※鵜川和彦議員は議長のため採決に加わっていません。



侵入を防ぐため、注意看板が設置されている

くりやまぎかいだより№ 161 10

意
見
書

農
畜
産
物
の
安
全
性
並
び
に

生
産
継
続
の
た
め
の
防
疫
の

徹
底
に
関
す
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

平
成
30
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
は
、
過
去
最
高

と
な
る
３
１
１
９
万
人
と

な
っ
た
。
訪
日
外
国
人
の
う

ち
、
来
道
者
数
は
お
よ
そ

２
７
０
万
人
（
平
成
29
年
実

人
数
、
北
海
道
調
べ
）
と
増

加
が
続
い
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
総
合
計
画
に

お
い
て
「
地
域
資
源
を
活
か

し
た
観
光
・
交
流
産
業
づ
く

り
の
推
進
」
を
掲
げ
、
農
業

基
盤
を
活
か
し
た
交
流
人
口

の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に

よ
っ
て
交
流
人
口
が
増
加
す

る
こ
と
は
望
ま
し
い
が
、
一

方
で
、
外
部
か
ら
動
植
物
の

病
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
国
、
北
海

道
で
は
法
律
に
基
づ
き
、
病

【
要
旨
】  

　

本
道
の
森
林
は
全
国
の
森

林
面
積
の
約
４
分
の
１
を
占

め
、
国
土
保
全
、
地
球
温
暖

化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
に
は
、「
植
え
て
育
て

て
、
伐
っ
て
使
っ
て
、
ま
た

植
え
る
」
と
い
っ
た
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

　

森
林
の
整
備
を
進
め
、
木

材
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い

く
こ
と
は
、
山
村
地
域
を
中

心
と
す
る
雇
用
・
所
得
の
拡

大
に
よ
る
地
方
創
生
に
も
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ

る
。　

　

今
後
、
人
工
林
資
源
が
本

格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る

中
、
既
存
の
制
度
や
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
た
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
森
林
整
備

害
虫
防
除
所
や
家
畜
衛
生
保

健
所
を
配
置
し
、
農
畜
産
物

を
守
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
意
識
啓
発
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
家
畜
性

伝
染
病
や
病
害
虫
の
発
生
、

拡
大
に
よ
り
、
生
産
地
に
甚

大
な
経
済
的
被
害
を
及
ぼ
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
農
業
を

基
幹
と
す
る
当
町
に
お
い
て

も
生
産
者
の
間
で
不
安
の
声

が
絶
え
な
い
。

　

こ
う
し
た
情
勢
に
鑑
み
、

の
着
実
な
推
進
や
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

化
の
実
現
に
向
け
て
施
策
の

充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て

は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
森
林
整
備
事
業
及
び
治

山
事
業
の
財
源
を
十
分
か
つ

安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

２
．
森
林
整
備
事
業
の
都
道

府
県
・
市
町
村
負
担
分
の
起

債
を
可
能
と
す
る
地
方
債
の

特
例
措
置
を
継
続
す
る
こ

と
。

３
．
森
林
資
源
の
循
環
利
用

を
通
じ
て
林
業
・
木
材
産
業

の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る

た
め
、
地
域
の
実
情
を
十
分

に
踏
ま
え
、
森
林
整
備
か
ら

木
材
の
加
工
・
流
通
、
利
用

ま
で
の
一
体
的
な
取
り
組
み

や
森
林
づ
く
り
を
担
う
林
業

事
業
体
や
人
材
の
育
成
に
必

要
な
支
援
措
置
を
充
実
・
強

化
す
る
こ
と
。

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

解説

　地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめた書類のこと。地
方自治法第 99 条で「普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件に
つき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。」と定められています。
　今回、議会で決定された意見書は、北海道知事や内閣総理大臣等に宛てて提出されます。

「意見書」とは？

農
畜
産
物
の
安
全
性
及
び
生

産
継
続
性
の
確
保
を
す
る
た

め
、
防
疫
の
よ
り
一
層
の
強

化
と
そ
の
徹
底
の
た
め
次
を

要
望
す
る
。

１
．
新
千
歳
空
港
は
国
際
線

に
留
ま
ら
ず
、
国
内
線
到
着

口
及
び
乗
継
口
に
消
毒
マ
ッ

ト
と
緩
衝
地
帯
を
設
置
す
る

な
ど
、
防
疫
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

２
．
防
疫
の
観
点
か
ら
農
場

へ
の
進
入
に
関
す
る
注
意
喚

起
を
目
的
と
し
た
広
報
を
定

期
的
に
行
う
こ
と
。
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く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り

１
６
０
号
で
募
集
し
て
お
り

ま
し
た
議
会
モ
ニ
タ
ー
に
、

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ま
に

は
、
10
月
８
日
に
鵜
川
和
彦

議
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
と

今
後
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
の
活
動
は
議
会
が
直

面
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
、

①
議
員
報
酬
と
定
数
の
問
題

②
議
員
の
な
り
手
不
足
問
題

③
「
議
会
だ
よ
り
」
見
直
し

の
３
班
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し

た
。

　

モ
ニ
タ
ー
会
議
の
様
子
は

議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
み

な
さ
ま
の
お
名
前
を
ご
紹
介

し
ま
す
。　

　広報広聴常任委員会では、より多くの方と意見交換を行うため、出前報告会を実施していま
す。今年度は下記のとおり実施しますので、お気軽にお申し込みください！

【班編成】

【申し込み方法】
希望する日時、場所、内容、人数、団体の方は団体名、希望する
班がある方は班名を下記宛先までお知らせください。
●宛先●　
　議会事務局
　〒 069-1512　北海道夕張郡栗山町松風３丁目２５２番地
　TEL：0123-73-7517　／　FAX：0123-72-1233
　E メール：gikai-jimukyoku@town.kuriyama.hokkaido.jp
　※電話での問い合わせは平日 8 時３０分～１７時１５分まで

　【期　間】１１月１日～翌年３月３１日　午前９時～午後９時の間１時間～２時間程度
　【会　場】会場は申し込み者様で手配願います
　【内　容】議会や議員活動に関連する内容とします

出前報告会を実施します！

班名 班長 班員

Ａ 千葉清己議員 大西勝博議員、友成克司議員、佐藤功議員

Ｂ 三田源幸議員 齊藤義崇議員、置田武司議員

Ｃ 土井道子議員 藤本光行議員、佐藤則男議員、鈴木千逸議員

議員紹介ページＱＲ

※原則、上記班での対応となります。
※鵜川和彦議長は常任委員会の委員ではないため、班員には加わっていません。
※各議員が所属する常任委員会は議会ＨＰを参照してください。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
が
き
ま
り
ま
し
た
！

・
木　

藤　
　

清　
　

氏

・
高　

橋　
　

慎　
　

氏

・
松　

下　

早　

苗　

氏

・
佐　

藤　

あ
つ
子　

氏

・
土　

井　
　

猛　
　

氏

・
坂　

口　

由
紀
子　

氏

・
永　

池　

英　

彦　

氏

・
原　

田　

優　

司　

氏

・
上　

坂　

拓　

司　

氏

・
高　

松　

さ
ち
子　

氏

・
田　

近　

亜
紀
子　

氏

・
上　

坂　

永　

子　

氏

・
澤　

井　

順　

子　

氏

・
水　

野　

嘉　

貴　

氏

・
蛇　

谷　

慎　

也　

氏

・
庭　

瀬　

加
久
子　

氏

・
水　

上　

美
栄
子　

氏

・
照　

井　

智　

恵　

氏

                               

合
計
18
名

　【
任
期
】

　

令
和
元
年
９
月
１
日
～

　
　
　

令
和
３
年
８
月
31
日

２
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！



町
政
の

こ
こ
が
聞
き
た
い

５議員が一般質問

佐藤　功 議員

佐藤則男 議員
①合葬墓の設置を検討すべきでは

①災害時「タイムライン」の策定は

くりやまぎかいだより№ 161 12

齊藤義崇 議員
①空き家や公共施設の活用は
②道道１００８号線について町長の認識は

千葉清己 議員

①栗山町男女共同参画計画を策定すべきでは

鈴木千逸 議員
①介護福祉学校の貢献度は
②栗山高校の魅力づくりについて進捗状況は 第７回定例会一般質問

録画配信 QR
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Ａ：素案を作成しているところ

災
害
対
応

議
員　

い
つ
災
害
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
昨
今
。
昨
年

９
月
５
～
６
日
台
風
21
号
と

胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
道
内

全
域
的
停
電
、
本
町
で
も
災

害
を
経
験
し
た
。
高
齢
化
が

進
む
中
、
災
害
か
ら
命
を
守

る
た
め
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
い
て
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
作
成
さ
れ
、
指
定
避
難
所

と
指
定
緊
急
避
難
場
所
等
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
年
６

佐藤功 議員

を
同
時
に
発
令
す
る
と
あ
る

が
、
自
治
体
、
住
民
組
織
、

警
察
、消
防
な
ど
事
前
に「
い

つ
」「
だ
れ
が
」「
何
を
す
る

の
か
」
の
役
割
を
明
確
に
し

た
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
策

定
が
急
務
。

①
昨
年
９
月
地
震
停
電
時
の

課
題
と
教
訓
は
。

②
昨
年
９
月
の
一
般
質
問
答

弁
「
災
害
弱
者
の
避
難
強
化

に
努
め
る
」
の
進
捗
状
況

町
長　

①
町
内

会
・
自
治
会
な

ど
と
連
携
を
図

り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
活
用
し

た
住
民
へ
の
情
報

伝
達
の
仕
組
み
作

り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
指
定
避
難

所
へ
の
必
要
な
設

様々な災害を想定し、地域では防災訓練が行われている

　Ｑ：「タイムライン」の策定は                   

備
等
の
整
備
、
さ
ら
に
は
円

滑
な
避
難
所
の
開
設
・
運
営

を
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

②
避
難
行
動
の
要
支
援
者
名

簿
の
年
２
回
の
更
新
時
、
要

支
援
者
の
新
規
登
録
を
町
内

会
・
自
治
会
な
ど
に
お
願
い

し
避
難
行
動
要
支
援
者
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
、
個
別
計
画
の
作
成
に
向

け
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
素
案
作

り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

③
平
成
29
年
５
月
に
作
成
さ

れ
た
、
国
が
管
理
す
る
夕
張

川
の
洪
水
を
想
定
し
た
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
及
び
、
今
年
６
月

に
作
成
さ
れ
た
北
海
道
が
管

理
す
る
阿
野
呂
川
の
洪
水
を

想
定
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

参
考
に
、
現
在
、
本
町
に
お

け
る
各
種
災
害
時
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
素
案
を
作
成
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

月
に
行
っ
た
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
の
中
の
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
に
係
る
取
り
組
み

の
説
明
で
、
要
支
援
者
名
簿

は
日
頃
か
ら
見
守
り
、
声
掛

け
等
を
通
し
た
関
係
づ
く

り
、
災
害
時
に
備
え
る
防
災

活
動
に
活
用
。
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
住
民
の
協
力
が
不

可
欠
。
災
害
の
危
険
度
を
数

字
で
示
す
「
警
戒
レ
ベ
ル
」

は
。

③
Ｆ
Ｍ
放
送
開
局

ま
で
災
害
情
報
の

伝
達
手
段
・
体
制

の
確
立
と
「
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」
策
定

は
。

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています



町
長　

栗
山
町
墓
園
は
、
昭

和
42
年
度
に
設
置
。
現
在
、

全
９
３
４
区
画
の
う
ち
空
き

区
画
が
26
区
画
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化

の
進
展
に
伴
い
、
お
墓
を
維

持
管
理
し
て
い
く
の
が
困
難

な
家
庭
が
増
え
て
き
て
い
る

現
状
や
お
墓
に
対
す
る
価
値

観
の
変
化
な
ど
か
ら
、
遺
骨

を
お
墓
で
は
な
く
納
骨
堂
な

ど
に
納
め
供
養
す
る
方
や
、

墓
所
を
返
還
し
、
親
族
の
い

る
他
市
町
に
遺
骨
を
移
す
方

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
近

年
自
治
体
、
宗
教
法
人
、
公

益
法
人
等
に
よ
る
合
葬
墓
の

整
備
・
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
現
時

点
で
合
葬
墓
の
整
備
計
画
は

な
い
が
、
今
後
、
ア
ン
ケ
ー

ト
等
に
よ
る
町
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
や
他
自
治
体
が
運
営
す

る
合
葬
墓
の
調
査
等
も
行
っ

た
上
で
、
そ
の
必
要
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　Ｑ：合葬墓設置を検討すべきでは                   

Ａ：他自治体調査し必要性を考える
合
葬
墓

議
員　

近
年
急
激
な
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
、
核
家
族

化
が
進
む
中
で
、
墓
を
管
理

維
持
が
で
き
ず
に
墓
じ
ま
い

に
踏
み
切
る
人
が
増
え
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
や

孫
に
は
負
担
を
か
け
た
く
な

い
と
い
っ
た
事
や
、
経
済
的

に
も
墓
石
を
建
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
な
ど
、
社
会
の
状

況
が
大
き
く
変
化
し
て
、
お

くりやまぎかいだより№ 161 14

佐藤則男 議員

墓
に
対
す
る
意
識
に
も
変
化

が
見
受
け
ら
れ
る
。
自
治
体

レ
ベ
ル
で
も
合
葬
墓
の
設
置

が
進
ん
で
お
り
、
道
内
で

は
、
岩
見
沢
市
、
砂
川
市
、

長
沼
町
を
は
じ
め
31
の
自
治

体
が
設
置
済
み
で
あ
る
。
北

海
道
地
方
自
治
研
究
６
０
７

号
「
北
海
道
内
公
営
合
同
墓

の
現
状
と
課
題
」
よ
り
。
ま

た
、
三
笠
市
が
来
年
４
月
に

長沼町の合葬墓は、平成 18 年に設置された

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
今

後
も
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

葬
祭
に
対
す
る
価
値
観
や
意

識
の
変
化
に
伴
い
、
墓
の
承

継
は
現
代
に
お
け
る
課
題
と

考
え
ら
れ
る
。
本
町
に
お
い

て
も
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
な
が
ら
、
合
葬
墓
の
設
置

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思

う
。
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索
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町
長　

直
近
の
動
き
と
し

て
、
費
用
対
効
果
の
算
出
、

地
質
概
査
な
ど
、
事
業
化
に

向
け
た
検
討
は
進
め
ら
れ
て

い
る
。

①
南
々
空
知
の
産
業
経
済
な

ど
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
考
え
て
い
る
。

②
国
道
２
３
４
号
の
４
車
線

化
、
バ
イ
パ
ス
整
備
、
南
大

通
り
の
長
沼
方
面
へ
の
延

伸
、
南
学
田
線
の
由
仁
方
面

へ
の
延
伸
整
備
に
向
け
た

道
々
昇
格
認
定
な
ど
、
今
後

も
関
係
機
関
に
積
極
的
に
強

く
要
望
を
し
て
い
く
。

人
口
維
持

Ａ：活用状況を踏まえ転用検討する

　Ｑ：空き家や公共施設の活用は                  

議
員　

私
は
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
、
教
育
・
医
療
・

福
祉
政
策
の
充
実
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
定

住
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
の

は
、
観
光
者
や
一
時
滞
在
者

が
、
栗
山
町
を
暮
ら
し
や
す

い
町
だ
と
感
じ
て
く
れ
る
こ

と
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
栗
山
町
に
は
、

一
時
滞
在
で
き
る
よ
う
な
物

件
は
皆
無
で
、
旅
館
や
民
泊

を
行
う
業
者
も
少
な
い
。
そ

こ
で
、
次
の
２
点
に
つ
い
て

町
長
に
伺
い
た
い
。

①
教
員
住
宅
の
空
き
家
を
、

観
光
者
や
一
時
滞
在
施
設
に

転
用
で
き
な
い
か
。

②
他
の
公
共
施
設
に
つ
い

て
、
歳
入
増
が
目
指
せ
る
個

別
計
画
の
検
討
す
る
意
思
に

つ
い
て
。

                    

Ｑ
：
町
長
の
認
識
は

Ａ
：
検
討
進
め
る

道道 1008議
員　

道
道
１
０
０
８
号
線

は
、
経
済
の
活
性
化
を
目
的

に
、
１
９
８
２
年
に
路
線
認

定
さ
れ
た
長
沼
町
と
夕
張
市

清
水
沢
を
結
ぶ
、
路
線
延
長

２
４
．
８
ｋ
ｍ
道
路
で
、
未

開
通
の
ま
ま
37
年
が
経
過
し

た
。
私
は
、
こ
の
道
道
が
結

ぶ
夕
張
市
、
栗
山
町
、
由
仁

町
、
長
沼
町
の
人
口
合
計
は

３
万
人
、
農
工
商
業
に
お
け

る
経
済
基
盤
は
１
０
０
０
億

円
を
超
え
て
お
り
、
経
済
圏

と
し
て
決
し
て
小
さ
く
な
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
道
道

の
全
線
開
通
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
２
点
に
つ

い
て
町
長
に
伺
い
た
い
。

①
未
開
通
の
道
道
１
０
０
８

号
線
に
対
す
る
町
長
の
認
識

に
つ
い
て
。

②
本
町
の
経
済
的
な
基
盤
維

持
の
た
め
の
国
道
・
道
道
整

備
推
進
の
具
体
的
な
方
策
に

つ
い
て
。

町
長　

本
町
に
お
い
て
も
人

口
減
少
が
続
い
て
お
り
、
特

に
移
住
・
定
住
対
策
に
お
い

て
は
、
利
便
性
の
高
い
交
通

網
の
整
備
や
教
育
医
療
・
福

祉
政
策
の
充
実
に
よ
る
暮
ら

教員住宅には空き家が目立つ

齊藤義崇 議員

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
重

要
で
あ
り
、
栗
山
町
第
６
次

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
総
合

的
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

「
く
り
や
ま
体
験
事
業
」
で

は
、
町
所
有
の
１
施
設
、
民

間
所
有
の
５
施
設
を
活
用

し
、
滞
在
期
間
を
原
則
１
週

間
以
上
最
長
１
カ
月
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。
今
後
交
流

人
口
を
増
や
す
さ
ら
な
る
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

①
入
居
状
況
も
踏
ま
え
、
教

育
委
員
会
と
調
整
を
図
り
、

新
た
な
転
用
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

②
個
別
施
設
計
画
の
利
用

増
、
歳
入
増
に
関
す
る
内
容

の
計
画
は
予
定
に
な
い
。



町
長　

先
の
議
会
で
、「
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
答
弁
し
た
が
、
計
画
策
定

に
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

本
町
の
女
性
管
理
職
は
、
国

の
目
標
に
到
達
し
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
は
町
民

を
交
え
、
計
画
の
策
定
に
向

け
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　

管
理
職
登
用
に
つ
い
て

は
、
共
働
き
か
否
か
に
関
わ

ら
ず
、
能
力
や
適
性
に
よ
っ

て
行
っ
て
い
る
。

　Ｑ：男女共同参画計画策定すべき                   

Ａ：町民交えながら議論を進める

男
女
共
同

議
員　

国
は
１
９
９
９
年
に

男
女
共
同
参
画
基
本
法
を
制

定
し
、「
男
女
が
、
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活

動
を
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等

に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会

的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社

会
」
を
目
指
し
て
い
る
。

本
町
議
会
で
も
、
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
２
０
１
０
年

と
２
０
１
３
年
に
一
般
質
問

が
あ
り
、
町
長
の
答
弁
で
は

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

栗
山
町
男
女
共
同
参
画
計
画

に
つ
い
て
検
討
す
る
。」
と

い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
栗
山
町
の
女
性
管

理
職
は
２
０
１
３
年
の
１
名

か
ら
現
在
６
名
に
増
え
た
こ

と
に
つ
い
て
は
評
価
す
る

が
、
国
の
進
め
る
「
第
４
次

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

で
は
、
市
町
村
の
女
性
管
理

職
は
２
０
２
０
年
ま
で
に

くりやまぎかいだより№ 161 16

千葉清己 議員

内閣府は冊子を発行し広報活動を行っている

15
％
を
目
標
と
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
栗
山
町
男
女
共

同
参
画
計
画
に
つ
い
て
、
早

急
に
計
画
策
定
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
う
。
ま
た
、
栗
山
町
役
場

で
共
働
き
の
女
性
職
員
は
管

理
職
か
ら
除
か
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
の
か
と
感
じ
る

が
、
い
か
が
か
。

反
問
！

再
質
問

議
員　

女
性
議
員
を
い
か
に

増
や
し
て
い
く
か
、
議
員
立

法
と
し
て
条
例
化
で
き
な
い

か
考
え
る
。
意
識
改
革
を
進

め
、
人
権
を
尊
重
す
る
男
女

の
境
目
の
な
い
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
思

う
重
要
課
題
の
た
め
、
再
度

町
長
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

町
長　

政
治
分
野
で
も
、
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
法
律

で
は
、
地
方
議
会
選
挙
に
つ

い
て
も
触
れ
て
お
り
、
千
葉

議
員
が
所
属
す
る
立
憲
民
主

党
の
方
針
に
は
、
男
女
同
数

の
議
員
候
補
者
擁
立
と
議
会

構
成
を
目
指
す
と
あ
る
。
町

議
会
で
も
発
言
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
本
町
議
会
の
女
性

議
員
は
１
名
で
あ
る
。
共
同

参
画
の
実
現
を
強
く
唱
え
て

い
る
の
で
、
議
会
実
態
も
踏

ま
え
た
千
葉
議
員
の
考
え
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　

議
会
に
お
い
て
も
、

共
同
参
画
が
課
題
だ
と
い
う

解説

　質問された相手に逆に問いかけることを「反問」と言います。
通常、議会では町長や町職員が、議員に対して質問することは
できません。栗山町議会では「議会が議論の場であるために、
双方質問ができて当たり前」という考え方のもと、町長や町職
員が反問できる仕組みになっています。

「反問」とは？

こ
と
は
、
党
方
針
に
も
従
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は

立
憲
民
主
党
員
と
し
て
、
町

長
の
質
問
に
答
え
る
。
こ
の

課
題
は
簡
単
に
実
現
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て

お
り
、
議
会
で
発
言
し
て
も

賛
同
さ
れ
な
け
れ
ば
実
現
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
報

酬
と
定
数
の
あ
り
方
委
員
会

に
お
い
て
も
、
議
論
し
て
い

く
べ
き
課
題
。
女
性
が
も
っ

と
輝
く
社
会
に
な
る
た
め
、

息
の
長
い
改
革
を
強
く
進
め

て
い
く
。
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町
長　

①
今
後
の
財
政
の

見
通
し
に
つ
い
て
、
平

成
30
年
か
ら
令
和
４
年

ま
で
の
５
年
間
で
収
入

５
億
５
６
６
６
万
８
千
円
、

支
出
５
億
５
５
５
７
万
２
千

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

②
本
校
は
昭
和
63
年
に
開
校

介
護
学
校

Ａ：高齢化社会への対応が使命

　Ｑ：介護福祉学校の貢献度は                  

議
員　

入
学
者
の
定
員
割
れ

が
続
き
、
毎
年
６
０
０
０
万

円
を
超
え
る
赤
字
経
営
が
続

く
介
護
福
祉
学
校
に
つ
い

て
、
町
は
定
員
や
学
級
数
見

直
し
を
含
め
た
経
営
の
立
て

直
し
を
早
急
に
図
り
た
い
と

の
こ
と
だ
が
次
の
点
を
伺
い

た
い
。

①
介
護
福
祉
学
校
の
財
政
収

支
と
今
後
の
見
通
し
。

②
「
福
祉
の
ま
ち
栗
山
」
と

し
て
介
護
福
祉
学
校
は
今
も

そ
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
る
か
。

③
地
元
入
学
者
や
地
元
企
業

に
就
職
す
る
卒
業
生
が
少
な

い
現
状
を
と
ら
え
て
着
手
す

べ
き
点
。

                   

Ｑ
：
魅
力
化
進
捗
状
況
は

Ａ
：
２
間
口
は
維
持

栗山高校議
員　

募
集
間
口
に
関
す
る

要
請
に
つ
い
て
、
町
長
に
伺

い
た
い
。

①
「
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
」

に
関
す
る
具
体
的
な
考
え
。

②
高
校
配
置
計
画
協
議
会
を

踏
ま
え
た
計
画
の
見
通
し
。

③
今
年
度
方
針
に
「
栗
山
高

校
を
支
え
る
活
動
の
推
進
」

と
あ
る
が
、
部
活
動
や
模
擬

試
験
等
の
助
成
の
実
績
と
今

後
の
増
額
予
定
。

④
「
魅
力
づ
く
り
委
員
会
」

の
活
動
内
容
と
具
体
的
検
討

内
容
。

町
長　

①
栗
山
高
校
は
地
元

の
重
要
な
高
校
で
あ
り
、
現

在
の
２
間
口
の
存
続
を
強
く

北
海
道
教
育
委
員
会
に
働
き

か
け
て
い
く
。

②
９
月
３
日
に
北
海
道
教
育

委
員
会
で
令
和
２
年
度
の
間

学生は課外活動も行っている

し
た
が
、
今
後
も
急
速
に
進

む
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

学
生
を
養
成
す
る
こ
と
が
使

命
と
考
え
て
い
る
。

③
地
元
で
の
就
職
先
が
少
な

い
状
況
の
た
め
、
全
道
で
の

就
職
先
が
多
い
。
栗
山
町
で

働
く
人
材
の
確
保
は
重
要
な

の
で
地
元
か
ら
の
入
学
生
の

確
保
を
図
る
。

④
国
家
試
験
全
員
合
格
を
目

指
し
て
早
く
か
ら
準
備
し
て

来
た
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

正
に
合
わ
せ
、
一
層
の
充
実

を
図
る
。

⑤
こ
れ
は
文
部
科
学
大
臣
が

認
定
す
る
の
で
、
専
門
学
校

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
。
関
係
者
評
価
委
員
会

要
綱
等
を
作
成
し
、
検
討
会

議
の
検
討
を
し
て
来
た
が
、

今
年
度
中
に
組
織
を
起
ち
上

げ
る
。

⑥
４
月
か
ら
内
部
で
経
営
改

善
の
対
策
を
検
討
し
て
来

た
。
内
容
は
１
学
年
１
学
級

に
す
る
定
員
削
減
、
有
料
講

習
会
な
ど
で
あ
り
、
今
議
会

中
に
内
容
を
示
す
。

④
再
来
年
予
定
の
資
格
取
得

制
度
変
更
へ
の
対
策
。

⑤
『
職
業
実
践
専
門
課
程
』

へ
の
取
り
組
み
に
関
し
て
、

具
体
的
な
経
過
と
そ
の
メ

リ
ッ
ト
。

⑥
昨
年
の
総
務
教
育
常
任
委

員
会
の
調
査
報
告
に
対
し
て

方
針
と
経
営
改
善
策
の
進

捗
。

鈴木千逸 議員

口
が
決
定
さ
れ
る
。（
結
果

は
２
間
口
維
持
）

③
９
部
で
70
名
が
部
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
は
、
弓

道
部
、
テ
ニ
ス
部
、
書
道
部

が
全
道
大
会
に
出
場
。
進
学

模
試
は
12
件
１
万
８
３
８
０

円
を
助
成
。

④
町
民
20
名
が
委
員
。
栗
山

中
学
校
の
生
徒
に
高
校
進
学

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
に
よ
り
テ
ー
マ
を
定

め
、い
か
に
栗
山
高
校
が「
魅

力
あ
る
・
選
ば
れ
る
」
学
校

に
な
る
べ
く
、
努
力
す
る
。



12 月定例会の開会日

月　　 日～12 10

議会の予定

議会の予定は変更になる場
合があります。議会事務局
または議会ホームページで
ご確認ください。

議会に行こう！
は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さん
の選んだ議員の活動や町
政の方針などを、ぜひご
覧ください。
会議当日の受付で傍聴で
きますので、役場旧庁舎
３階の傍聴席入口までお
越しください。

傍聴
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ひ と こ と
なかじま　　りょうじ

　「高齢運転と免許返納後の戸惑い」　　
　　　　　　　中嶋　了之 さん（中央４）

表紙の一枚！
赤
ち
ゃ
ん
体
操
に

　
　

お
じ
ゃ
ま
し
て
き
ま
し
た
！

　　　　　　　
　
　
　
　
　

撮
影　

鈴
木
千
逸

（
場
所
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
キ
ッ
プ
」）

　

　40 年間の勤務を終え、昭和 50 年代に勤務した栗山小学
校下に居を構えて 20 数年が経った。役場や郵便局、駅そ
して日赤病院等 1 キロ以内の場所で生活には最適な場所だ。
連日、傘寿を過ぎた高齢者の運転による悲惨な事故の様子が
大々的に放映されるようになった。小学校で学級担任をして
いた時の学級通信で「交通事故に遭うも、事故を起こすも家
庭は悲劇」と書いて保護者の方に交通事故防止を訴えたこと
を思い出している。
　最近、身内からも事故を起こす前に免許返納を勧められて
いる。本町でも免許返納者に対し優遇措置が講ぜられ、有難
いことと思う。しかし、ふっと不安がよぎった。両親の納骨
壇は南学田の寺に、母方の先祖の納骨壇は杵臼の寺にある。
農村地区には、早くから町営バスが走り、これらの地区に居
住している人達の足を確保していた。改めて「町営バス時刻
表」で目的地の路線網を調べてみる。南学田には阿野呂線で
駅前 13：00 発、南学田公民館 13：21 着のバスで行けるが、
帰りのバスがない。また、杵臼には日出線（杵臼経由）で駅
前 14：30 発、真教寺 14：51 着で行けるが、こちらも帰り
のバスはない。車が当たり前の移動手段であり、いざ免許返
納したら墓参等も思うようにいかなるのではと思う、今日こ
の頃である。

12 月 6 日（金） 議会運営委員会
12 月 10 日（火） 第８回議会定例会
　※いずれも 9時 30 分開会予定です
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